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１人１台端末を効果的に活用し、
主体的に学ぶ姿を引き出す授業実践
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導入において、活動内容を可視化する。

学習課題にせまるために、複数の資料を使い、協働しながらお互いの情報を結び付ける。

米子市立車尾小学校の実践より
社会科：わたしたちの生活と食料生産

「くらしを支える食料生産」（第５学年）

他の班の学びの様子も見ながら、班の中で出た意見を整理し、まとめる。

まとめや振り返りの記録を、児童と先生がデータで共有する。

Jamboardの背景に白地図をはりつけたページを、班
の数だけ用意します。児童は、自分の班のページ上で、
スーパーマーケットのチラシにのっている食料品を産地
ごとに整理していきます（①）。先生がやり方を実演
して見せることで、どの子も見通しを持って取り組むこ
とができます。

「食料の産地にはどのような特色があるのか」について、
班ごとに気付きをまとめていきます。

Classroomの掲示板を使い、先生が２つの情報（②
③）を追加しました。①食料品を産地ごとに整理した
もの ②日本の降水量と気温 ③日本の土地利用 を
班の中で分担し、各自の端末上で参照します。自分が
担当した資料から分かることを伝え合う中で、お互い
の情報を結び付け、産地の特色について推論していき
ます。

班ごとに、意見を思考ツール（Yチャート）で整理
していきます。 Jamboard を使うことで、端末上で
他の班の学びの様子を見ることもできます。

ポイント１

まとめで書いたものを写真にとり、
Classroomへ提出することで、児童も先生も
データでいつでも確認することができます。
振り返りは、授業中にFormｓ を使って行
うことで、早く集約し、次の授業に活かすこと
ができます。

ICTを活用すると、全体での共有も
スムーズにできます。友だちの発表を
聞きながら、手元の端末で拡大して確
認する姿も見られました。
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「10の授業形態」
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主体的に地図帳や資料集を開き、さらに情報を
得ようとする姿も見られました。
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